
■第1章■　
自 己 相 似 な フ ラ ク タ ル

1.1 縮小写像- これがフラクタルの原点だ！

縮小写像の定義

例1.1.1

例1.1.2

例1.1.3

1.2 自己相似集合

自己相似集合の定義

例1.2.1

例1.2.2

例1.2.3　カントールの３進集合

定理1.2.1［自己相似集合の構成（その１）］

例1.2.4

例1.2.5　コッホ曲線

例1.2.6　 スギの葉

定理1. 2. 2［自己相似集合の構成（その2 ）］

1.3 内部自己相似集合

内部自己相似集合の定義

例1.3.1　バラの花

定理1.3.1［内部自己相似集合の構成］

例1.3.2　カリフラワー



例1.3.3　高木関数

■第2章・　
い ろ い ろ な 次 元 と フ ラ ク タ ル

2.0 エキセントリックなペアノ曲線

2.1 フラクタルの次元を理解するために

ε近傍の定義

内点の定義

開集合の定義

閉集合の定義

例2.1.1

例2.1.2

例2.1.3

例2.1.4

例2.1.5

2.2 位相次元一 点，直線，平面

位相写像の定義

位相次元の定義

例2.2.1

例2.2.2

例2.2.3

例2.2.4

例2.2.5

例2.2.6

例2.2.7

例2.2.8　カントールの３進集合

例2.2.9　ペアノ曲線

2.3 ハウスドルフ次元- これがフラクタル次元　

上限の定義

下限の定義

直径の定義

ρ一被覆の定義

ハウスドルフ次元の定義

定理2.3.1［ハウスドルフ・ベシコビッチの定理］

定理2.3.2［ハウスドルフ次元の性質］

例2.3.1

例2.3.2

例2.3.3

例2.3.4　カントールの３進集合

例2.3.5　コツホ曲線

2.4 相似次元- これもフラクタル次元

完全自己相似集合の定義

定理2.4.1［ハウスドルフ測度に関する性質］

定理2.4.2［ハウスドルフ次元と縮小率］

相似次元の定義

例2.4.1

例2.4.2

例2.4.3　カントールの３進集合

例2.4.4　コッホ曲線

定理2.4.3［相似次元］

例2.4.5　 スギの葉

完全内部自己相似集合の定義

定理2.4.4［完全内部自己相似集合と相似次元］

例2.4.6

2.5 フラクタル登場

フラクタルの定義

例2.5.1



例2.5.2　カントールの３進集合

例2.5.3　コッホ曲線

・
第3章・　

パ ソ コ ン で 描 く フ ラ ク タ ル

3.0 図形の移動は複素数で!!

3.1 パソコンでフラクタルを描いてみよう

（１）自己相似集合

例3.1.1　カントールの３進集合

例3.1.2　コッホ曲線

例3.1. 3　スギの葉

（2）内部自己相似集合

例3.1.4　バラの花

例3.1.5　カリフラワー

例3.1. 6　血管系

例3.1.7　四季の樹形

例3.1.8　高本関数

3.2 複素力学系

例3.2.1　マンデルブロー集合

例3. 2. 2　充填ジュリア集合

．
第4章

．　自 然 の 中 の フ ラ ク タ ル 次 元

4.1 ディバイダーで測るフラクタル次元

折れ線によるフラクタル次元の定義

例4.1. 1　小豆島の海岸線のフラク夕ル次元（その１）

例4.1.2　墨流しのフラク夕ル次元（その１）

4.2 正方形による細分で測るフラクタル次元

正方形の細分によるフラクタル次元の定義

例4.2.1　小豆島の海岸線のフラクタル次元（その２）

例4.2.2　墨流しのフラクタル次元（その２）

例4.2.3　四万十川のフラクタル次元
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